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国
見
の
花
が
咲
く

う
つ
く
し
ま

未
来
博

うつくしま未来博会場内の90 市町

村ふれあいパークでは、８月４日から9
日まで「伊達ウィーク」が開催され、

国見町も郡内各町とともに出展、町
の ＰＲを行いました。

８月５日、町指定無形文化財「内谷

太々神楽」が上演され、７日には、

総勢百名が大地の広場いっぱいに大

きな輪になり、曲を作った津軽ひろ
子さんの唄に合せて、国見夢音頭の

大輪の花を咲かせました。



道路ふれあい月間

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
だ
か
ら

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
・
快
適
に

私
た

ち
が

日
頃

何
気

な

く
辿

っ
て

い
る
道

路
に

は

い
ろ

い
ろ

な
役

割

と
機

能
が

あ
り

ま

す
。

剄

朏

准
活

を

維
持
す

る
大
助

脈

、

孤

苳

繋

澣
極

歉

日

ぶ

ボ
μ

重
利

川

心

答

・
。・
ご
お

た
。

ｉ
’`
ｒ
．ｌ
ｒ
　
　

ｆ
‐

、

班
皿

み

や
以
観
ｔ

Ｊ

き
立

た
せ

、

や
す

ら
ぎ

や
交

流

の
場

と
し

て

も
利
用

さ

れ
ま

す

。

我

々
の

生
活

に

欠

く
こ
と

の

で
き

な

い
道
路

の

大
切

さ

を
阿

認
識
し

、

逆
路

を

愛
護

す
る

心

を
養

う
こ

と

を
囗

的

に
、
今

年

か
ら

八
月

は

一
、道

路
ふ

れ

あ

い

月
間
』

と

な

っ
て

い
ま

す
。

国

見
町

で

も

八
月
五

目

を
中

心
に

、
草

刈
や

ゴ

ミ
拾

い

、
側

渮

の
泥
ｈ

げ

な
ど

、
道

路
の

清

紬
作

業
が

行

わ
れ
ま

し

た
。

ま

た
、
「
花

い
っ
ぱ

い

運
助

」
な

ど

の
美
化

活

助

も
行

わ
れ

て

い
ま

す
。道

路
は

み

ん
な

の
も

の
だ

か

ら
、
ル

ー
ル

を
守

っ
て

安
令

で

快

適

に
使

い
ま
し

よ

う
。

道
路
は
広
く
正
し
く

道
路
に
は
み
出
し
て
、
看
板

や
資
材
な
ど
を
置
い
た
り
、
違

法
・
迷
惑
駐
亟
は
虍
め
ま
し
よ

う
。

通
行

の
妨

げ
に

な

り
、

事

故

原

囚
に

な
り

ま
す

。

ま
た

、

道

路

敷
地

に
は

み
出

し

て

い
る
、

果

樹

や
庭

木
の

枝

に
つ

い
て

も
、

通

行

の
支

障
と

な
ら

な

い
よ

う

に
枝

お
ろ
し

を

お
願

い
し

ま

す
。

道
路
は
き
れ
い
に

現

在
、

道
路

の

も
つ

役
割

は
、

自

動

嗔
通

行
服

棍
か

ら

、
人

に

や

さ
し

い
、
憩

い
と

安

ら
ぎ

を

与

え

る
な

ど
、

多
様

性

が
求

め

ら

れ

て

い
ま
す

。
町

で

は
緑

を

配

置
し

、

歩
行

ス

ペ
ー

ス
を

確

保

す

る
な

ど
、

安
全

で

快
適

な

辺

づ

く
り

を
進

め
て

い
ま

す

。

逆

路
は

我
々

の
生

活

に
も

っ

と

も

身
近

な
公

共
財

産
で

す
。

み

ん

な
が

気
持

ち
よ

く

使
え

る

よ

う

に
。

空
き

缶
や

吸
殻

な
ど

、

ゴ

ミ

の
ポ

イ
捨

て
は

止
め

ま
し

よ
う

。
マ
ナ

ー

を
守

っ
て

美
化

に
努
め

ま
し

よ
う
。

情
報
を
お
願
い
し
ま
す

逆
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

穴
が
あ
い
た
り
、
側
溝
の
フ
タ

が
壊
れ
た
り
し
て
、
危
険
な
場

合
は
、
次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

側溝のフタ上げに

町では 、側 溝の 清掃の際に 、

重い側溝のフタを上げる機材

をお貸しし

ます。お 周

い合わ せは

建設課維 持

管理係 へ

８ 月５日を中心 に「道路愛 護デー」とし て、各

町内 会ごとに 、道路の清掃作 業が行 われました。

花

い
っ

ぱ
い
運
動
に

よ
り
、

道
路
沿

い
に
植
え
ら

れ
た
花

【
お
問
い

合
せ
・
連

絡
先

】

建
設

課
維
持
管

理
係

ｇ

５
８
５
－

２
９
７
ｎ
Ｃ



生活に欠かせない

みちづくりり

管内トップの改良率

町
道
の
現
状

み

な

さ
ん
が

使
川

し
て

い
る

逆
路

に
は

、
広

域
的

に
利

川

さ

れ
る

国

・
県
道

や
高

速
道

路

、

作
業

道
と

し
て

農
道

や
林

道

が

あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
日

常

生

活
の

基
盤

と

な
る

の
は

、
町

内

を
縦

横
に

張
り

巡

ら
れ

て

い
る

町

道

で
す

。

国

見
町

の
町

道

は
。

六
四

八

路
線

。
総

延
長
一
。
二

八
㎞

に
お

よ
び

ま

す
。

こ

の

う
ち
骨

格

を
な

す

も
の

を
一

級
町

道

に
、

集
落

間

を
結

ぶ
補

助

幹
線

を
二

級
町

道

に
、

ま
た

、
こ

れ

ら
を

補
完

す

る
集

落
内
の
道
路
を
そ
の
他
の
町
逆

と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。
路

線
数
や
延
災
は
左
の
表
の
と
お

り
で
す
。

町 道 整 備 状 況
＼
｀へ

＼ヽ
路線数 実延長(km)

1引
３･に･･

改良乖
(％)

il卩

ii輿，ｍ 舗装率
(％)

ｌ級町逎 10 24. 9 S.4 2344 942

２級町過 21 22. -45 Ｓ３ 21 -67 957

そにや湲ｌ 617 1 . 9805 -3 113.37 628

合a ↑ 648 228.18 1妲Ｓ 6L8 1 .48 695

( 平成13年４月１日現在)

高
い
改
良
・
舗
装
率

み
な
さ
ん
は
、
一
日
に
砂
利

道
な
ど
未
舗
装
の
逆
路
を
ど
れ

く
ら
い
通
行
す
る
で
し
ょ
う
か
。

利
川
頻
度
の
高
い
逆
路
に
つ
い

て
は
、
概
ね
改
良
・
舗
装
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
整
伽
率
は
県
ド

で
も
Ｌ

位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

車
が
二
台
す
れ
違
う
の
に
四

ｍ
の
幅
員
が
必
要
で
す
が
、
町

道
の
六
割
を
超
え
る
一
四

。
㎞

に
つ
い
て
は
、
改
良
工
聨
に
よ

り
確
保
さ
れ
、
改
良
率
で
は
伊

達
管
内
ト
ッ
プ
と
な
っ
て

い
ま

す
。
ま
た
、一
五
八
㎞
（
簡
易
舗

装
も
含
）
が
舗
装
さ
れ
て
お
り
、

舗
装
率
は
匕
○
％
と
、
県
ダ
均

瓦
七
％

を
Ｌ

同
っ
て
い
ま
す
。

道
路
改
良
率

適
路
鋪
装
率

均
衡
あ
る
発
展
を

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
皆
さ
ん

の
生
活
基
盤
を
な
す
、
道
路
整

備
に
つ
い
て
は
叭
点
施
策
に
掲

げ
、
積
極
的
に
進
め
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の

下
、
各
種
嘔
業
や
地
城
均
衡
に

考
慮
し
つ
つ
。
皆

さ
ん
か
ら
の

声
を
も
と
に
、
緊
急
性
、
危
険

度
等
に
対
応
し
な
が
ら
、
計
画

的
な
整
術
を
進
め
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
安
令
施
般
の
允
火
や

適
正
管
理
に
努
め
、
み
な
さ
ん

の
生
活
の
基
礎
と
な
る
。
道
路

整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

改良・舗装工事により

整備された町道５号(

徳江親郷付近)

▲
改
良
前

卜
改
良
後



思い出をありがとう
長 崎 県 国 見 町　親善交流

県
北
中
学
校
生
徒
十
七
名
は
、
七
月
三
十
日
か
ら
八

月
二
日
ま
で
三
泊
四
日
の
日
程
で
、
同
じ
町
名
か
ら
交

流
が
行

わ
れ
て

い
る
長
崎
県
国
見
町

を
訪
問
し
ま
し
た
。

長
崎
国
見
中
学
校
生
徒
と
の
交
流
や
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
は
大
き
な
思

い
出
と
な
り
、

生
徒
た
ち
の
出
会
い
は
、
両
町
の
友
好
を
更
に
深
め
て

く
れ
ま
し
た
。

中

学
乍

に
よ

る

親
政
‥
交
流

嘔

業
は
今

年

で

四
年

目
を

迎
え

、

長

崎

県
国

見
町

へ

の
訪

問
は

平

成
ト

ー
年

度
以

来
一
一
回
目
と

な

り
ま

す
。

交
流

団

一
行

は

飛
行

機
と

バ

ス
を
乗

り

継

い
で
艮

崎

県
国

兄

町

へ

、
歓

迎
会

の
後

、
町

民
の

足

と

な
る

有
明

フ
ェ
リ

ー
に
体

験

乗
船

し

、
ま

た
国

見
高

校
な

ど

町
内

を

見
学

し
ま

し

た
、

二

日

日

の
国

見
巾

と
の

交
流

会
で

は

、

お
吁

い
の

学
校

や
町

の
紹

介

、

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

な
ど

交
流

が

行

わ
れ

ま
し

た
。

ま

た
、
倅

賢
岳

被
災
地

を

視
察

し

ま
し

た
。

二

日
目

か
ら

は
、

ホ

ー
ム

ス

テ

イ

で
、
匕

軒

の
家

庭

に
受
け

入
れ

い
た

だ
き

ま
し

た
。

生
徒

た
ち

は
家

族
の

‐‐‐
貝

と
し

て
温

か
く

迎
え

て

贖
き
、

長
崎

の

く

ら
し

を
直

接
感

じ

る
こ

と
が
で

き
、

意
義

深

い
も
の

と

な
り

ま

し

た

。
。。
。目
口

は
長

崎
巾

内

で
、

平

和
公

園
や

原
燦

資
料

館

を
見

学

し

、
平

和
の

尊

さ
を

学
ん

だ
後

、

班

毎
の

計
画

に
よ

る
市

内

フ
ィ

ー
ル

ド

ワ
ー

ク

を
実

施
し

ま
し

た

。
最

終
日

は

お
匪

話
に

な
っ

た

ホ

ー
ム
ス

テ

イ
先
の

家

族
に

別

れ
の

あ

い
さ

つ
を
し

、

長
崎

県

国
見

町
を

後

に
、
帰

路

に
つ

き

ま
し

た
。。

参
加

し
た

生
徒

た

ち
は

、
国

見
中

と

の
交

流

や
ホ

ー

ム
ス
テ

イ
先

で

の
家

族

と
の

ふ
れ

あ

い

が

、
強

く
心

に

綴
ら

れ
た

よ

う

で

す
。

こ
の

交

流
嘔

業
が

生
徒

た

ち
を

。
段

と

成
長

さ
せ

た
こ

と

は
大

き
な

成

果
と

い
え

ま
す

。

生

徒
同

士

が
末

永
く

交
流

で
き

る

こ

と
を

期
待
し

ま

す
。

長崎国見中学 校での交流会 に参加する県北中の 団員



海

の

子

・

山

の

子

交

流

小
坂
小
五
年
生
が
静
岡
西
気
賀
小
へ

小
坂
小
学
校
と
静
岡
県
引
佐
郡
細
江
町
浜
名
湖
畔
に
あ
る
西
気

賀
小
学
校
の
交
流
は
十
四
年
前
か
ら
、
細
江
町
出
身
の
石
原
商
店

㈱
石
原
巌
さ
ん
の
紹
介
に
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。「
山
の
学
校
」
と

「
海
の
学
校
」
と
の
結
び
つ
き
に
よ
り
広
い
視
野
を
育
も
う
と
い

う
も
の
で
す
。
六
年
前
か
ら
、
夏
と
冬
に
両
校
の
相
互
訪
問
が
は

じ
ま
り
、
児

蔔
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
職
員
を
含
め
た
交
流
に
発
展

し
て
い
ま
す
。

小
坂
小
学
校
の
五
年
生
十
七
名
は
、
七
月

二
十
七
日
か
ら

。
泊
二
日
の
日
程
で
西
気
質

小
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

。
年
生
の
時
か
ら

学
校
活
動
の
交
換
や
文
通
に
よ
り
友
情
を
育

ん
だ
速
方
の
友
と
の
初
め
て
の
対
面
で
す
。

一
行
は
新
幹
線
で
浜
松
駅
へ
、
西
気
賀
小

の
皆
さ
ん
か
ら
歓
迎
を
受
け
。
自
己
紹
介
や

ゲ
ー
ム
、
西
気
賀
探
検
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
に
は
、
冨
永
町
長
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

夜
は
両
校
の
児
曦
が
一
緒
に
宿
泊
、
夜
更

け
ま
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。
翌
日
は
カ
ヌ
ー

や
和
船
を
体
験
、
海
辺
な
ら
で
は
の
楽
し
み

を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
双
方
の
親
交

を
深

め
、
楽
し

い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。
冬

に
は
西
気
賀
小
の
友
達
が
小
坂
に
来
て
交
流

が
行
わ
れ
ま
す
。

楽しかったジェットスキー ５年 仲野　能磨

ジェットスキー体験 では、 水しぶきを上げて走る

スピード感はすごかったで す。ひっくり返ったとき

は驚き ましたが、 浜名 湖の水は温かくてしよっぽ か

ったです。 今度小坂小 に来る ときは、文通し ている

人以外にもたくさんの人と話 をしてみたい です。
潮風集会の思い出

５年 赤坂　美佳

心 に残っているのは、潮風集会の ウォークラリーで す。西気質小の人達の縦

割り班 に入って、クイズを解きな がら回っているうち にすぐに友達になるこ と

がで きました。 学校の周りや浜名湖、ミカン畑 を身近 に見られてよかったです。

温かく迎えてくれた

5年 関口　愛実

初めてのカヌー、 和船、そしてクルーザー

体験は。時がたつのも忘れるほど楽しくて、

あっという間に終わってし まい ました｡“温か

く迎えてくれた 西気賀小の皆さんを、今度

の２月の交流会では国 見町や小坂のよいとこ

ろを味わってもらえるようにしたいで す。



国見の花が咲く

IＮうつくしま

未来博

▲
八
月
七
日
、
津
軽
ひ
ろ
子
さ
ん
の
唄
に
合
せ
て
、

総
勢
百
名

で
踊

っ
た
夢

音
頭

▲
八
月
五
日

、
ふ
れ

あ
い
ス
テ

ー
ジ
で

は
内

谷
太

々

神
楽
保
存

会
に
よ
る
「

二
本
扇
」
の
舞

が
披
露

さ

れ
ま
し

た

津 軽さんと言葉をかわす出 演者 踊り終えて成功 をたたえあう出

演者と富永町長

阿津賀志合戦の立体模型など を

展示し た国見町ブ ース

佐
藤
栄
佐
久
知
事
も
会
場

を
訪
れ
、
出
演
者
を
激
励

みんなで行こう！

うつくしま未来博
会　期　９月３０日(日)まで

開場時間　９：３０～２１：００



お
気
軽
に
お
越
し
下

さ
い

敬
老
会

平
成

十

。二
年

度
国

見
町

敬
老

会

は
、

九

月
十

瓦
、

十
六

、

卜

七

日
の

。一
。日

間

に
か

け
て

、
昨

年

に
引

き

続
き

町
内

五
ヶ

所
で

開
催
さ

れ

ま
す

。
そ

れ
ぞ

れ
地

区

の
特

性

を
生

か
し

、
身

近

な

地

区
の

方

々
の

ご
協

力

に
よ

り

行
わ
れ

ま

す
の
で

お
気
軽

に

お

こ

し

ド
さ

い
。
匕

卜

歳
以

卜
‥
の

約
一
。千

名

の
方

々
に

案
内

さ

れ

ま
す
。

な

お
、

開
催

日
時

、

場

所
に

つ

い
て
は

次
の

と

お
り
で

す

。

国見町敬老会開催日 程

地 区 日 時 場 所 対象者致

藤 田
９月15 日 ( 主 5

10 CK)から 観月台
又化

センター体育館
811人

小 坂
９月15  日 : 土 }

11'〔X)から
小坂小字校
体育館

339人

藤江野 ９印6日lj刪
10'a)から 罧汪

野町民
センター体育鉈

385人

大木戸 ９月16日〔E1
11､CX3から

大木戸小学校
体育館

319人

大 枝
９月17日〔月1
10､{xjから

国見東部高齢者
活性化センター

体育鱈
171人

I溂象弓数は.8 月ｍ日現在I

【問い合わせ】

保健福祉課 福祉係0  ( 585 ) 2793

い
ざ

出
陣
第６回

義
経
ま
つ
り

くにみの日
９月２３日

秋分の日

勇壮な時代絵巻
武者行列…観月台 文化センター

から商店街を練り歩

きます

楽しさいっぱい
歩行者大国… 藤山 商店街では楽

しいイベント が盛

リだくさん

お問い合わせ　 まちづくり推進協議会

（企画商工課内）7?585  ｰ 2927

町民大運動会

佃例となった町民 大巡動 会、今年は10月８

日（体青の日 ）に行い ます。 楽しい プログラ

ムと賞品 がい っばいです｡ みなさんの来場 を

お待ちしてい ます。

10月8 日(体育の日)

午前8時受付開始

上野台運動公園　総合運動場
｛雨天畤は、 グリーンアリーナ923で行い ます､｝

お 問い 合わせ

生涯学習謀　 社会体育係　７？5  ｰ 2676



県
を
超
え
て

交
通
安
全

白
石
市
と
の
合
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

『
夏

の
交

辿
事

故
防

止
県

民

総
ぐ

る
み

巡
動
い

が
展

開

さ
れ

た
七

月
卜

八
日

、
寓

城

県
白

石
市

と
国

見

一
桑

折
地
Ｋ

合

同
で

街
頭

ふ

れ
あ

い
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

を
実

施
し

ま
し

た

。
県

を
超

え
て

の
取

り

組
み

は
初

め
て

で

、
川
井

貞

一
自

石
市

長

を
は

じ
め

桑
折

・
白

石
暼
‥
察
署

、

管
内

の
交

通

団
体

関
係

者
約

。白
名

と
ミ

ス

ピ
ー
チ

、

当
町

か
ら
大
波
健
助
役
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
道
四
吁
の
チ

ェ
ー
ン
着
脱

所
で
は
、

国
兄
特
産
の
桃
と
越
河
の
手
焼
き
せ
ん
べ

い
「
事
故
ゆ
る
し
ま
セ
ン

ベ
イ

」
を
手
渡

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
令
巡
転

を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

川
井
白
石
市
長
が
「
県
の
埴

根
を
超
え

て
の
交
流
は
人
変
意
義
深

い
」
と
挨
拶
、

「
悲
惨
な
嘔
故
を
無
く
す
た
め
。
交
流
・

情
轍

交

換
を

進
め

ま
し

よ

う
」

と
人

波
助

役

も

呼

び
か

け
ま

し
た

。

今

年

五
月

、
只

Ⅲ
地

内

で
宮

城
県

の

肖
年

乙

名

が
死

亡
す

る
嘔

故

が
発

生
し

ま
し

た

。
こ

の

こ

と
か

ら

桑
折

・
白

石
両
９
‥
察

薯
が

協

力
し

て

収
故

防

止

を
図

ろ
う

と
、

今
川

の
合

同

開
催

が

実

現
し

ま
し

た
。

ミスピーチと一緒に、事

故防止を呼びかける、川

井白石市長と大波助役

はつらつプレ一
第８回レディース球技大会

老人 クラブ連合会女性部主催による「第 ８

川レデ ィース球技 大会」が｡7 月18囗文化セ

ンター体育館で 開催され ました。町内の17老

人クラブが参加し。各チームより選抜され た

５名により、３種口の競技をポイント 制で 競

い ます詞まつらつプレ ーで会場は熱気につつ

まれ ました。 激戦の結果は､ 優勝山崎畏寿 会、

準優勝山崎朿長寿会、第３位川内長楽会とな

り ました。

農
作
物
被
害
ヘ
一
役

有
害
鳥
獣
駆

除
隊

近
年
、
山
沿
い
の
地
域
に
お

い
て
、
ク
マ
や
サ
ル
、
鳥
な
ど

に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
客
が
拡

大
し
て

お
り
ま
す
。

防
除
対
策
を
行
っ
て
も
、
被

害
防
止
が
出
来
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
町
で
は
県
か
ら
捕

獲
許
可

を
受
け
、
有
害
鳥
獣
駆

除
隊
に
、
駆
除
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
国
見
町
有
害
鳥
獣
駆

除
隊
は
、
林
初
男
隊
長
ほ
か
十

九
名
で
編
成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ナ
を
仕
掛
け
る

駆
除
隊
の
み
な
さ
ん



参議員選挙

投 票 率 は６５・６３％

第19回 参議院議 貝辿 常選 挙は7月29日

に投票が行われ、国 見町の投票率は65.63

％と､前同平成10年の69.43 %を3.8ポイン

ト下回りまし た｡不在者投票は309票あり

ました。 今回から比例代表では非拘束名

簿方式が導入されましたが。政党 名の 記

載が66.6 %で、 候補者名は27.9％になり、

白 票・無効票が330票で総投 票数の54 ％

となりまし た。

平成13年７月29日執行

参議院選挙投票状況

投票区 有権者数 投票総数 投票率

藤　田 4 6 白 0 3043 64 4

小 坂 1.21 1 ８０１ 66 ｺ 4

森江野 L585 1,081 68.20

大木戸 l. 1 47 ６９６ 60.68

大　枝 ５９８ ４３７ 73.08

合　計 9.230 6.058 65.63

(国見町選挙管 理 委 員会発表 麪終確定)

開
票
作
業
　

非
拘
東
名
簿
方
式

が

導
入
さ
れ
た
比
例
代
表
の

開
票
で

は
、
振
り
分
け
等
に
時
間

を
要
し
、

最
終
確
定
は
3
0日
零
時
を
過

ぎ
ま

し
た
。

選
挙
啓
発
活
動
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会

国
見
町
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
（
斎
藤
μ

助
会
長
）
で
は
、
７
月
2
9

日
の
参
議
院
選
挙
投

票
日
に
先
立
ち
、
1
8日

と
2
7日
の
２
日
に
か
け

て
、
選
挙
啓
発
活
助
を

行
い
ま
し
た
。
夕
方
の

買
物
で
賑
わ
う
ス
ー
パ

ー
や
藤
田
駅
で
、
選
挙

啓
発
チ
ラ
シ
や
マ
ス
コ

ッ
ト
を
配
布
し
、
棄
権

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

国見町小学校スポーツ(水泳)交歓会
平成13年度国見町小学校ス

ポーツ（水泳）交歓会が7月25

日森江野町民プールにおい

て開催されました。親睦と水

泳技術の向上を目的に、町内

各小学校から６年生107名が

参加し、元気に水しぷきをあ

げ熱峨を繰り広げました。

入　賞　者　氏　名

男

子

種 目

18m 自由彫

50m自由形

50m平泳ぎ

25m目由形

第　１　位

谷津 留大（藤田２）

近野 祐哉（森江野）

岩崎 笊太（藤田１）

谷津 智大（藤田２）

第　２　位

谷濘 責大（藤田 １）

宕崎 景太（藤田 １）

齏荀 光正（薩田 ２）

近野 祐哉｛森江野｝

第　３　位

安藤祐太郎（小 坂）

仲野　 宏（小 坂）

佐薩裕次郎（小 坂）

仲野　 宏（小 坂）

女

子

櫓 目

18m 自由形

50m目由形

50m平泳ぎ

25m自由形

第　１　位

渡辺 員衣（罧江野）

吉田 有希（藤田１）

鈴木　 茜（藤田 １）

吉田 有希（藤田 Ｄ

第　 ２　 位

高橋萸祐 貴（ 藤田 ２）

應藤 栄里子C 藤 田 ２）

渋谷 英 里（ 藪田 １）

覆辺 麻 衣（森 江 野）

第　３　位

佐藤 兇江（藤田２）

渋谷 英里（履田１）

関 明日香（森江野）

玲木　 茜（藤田１）

リ
レ

ー

樟 目

男子20()ｍ

女子2{X}ｍ

混合2{X}ｍ

第１位

藤田１

藤田１

藤田２

第２位

森江野

菻江野

藤田１

第３位

藤田２

藤田２

森江野



好評分譲中

７９区画

お勧め
します
1

国 見 町 企 画 商 工 課

?？585 － 2927 (直 通)

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し
、
ゆ
と
り
と
安
ら

ぎ
、
そ
し
て
快
適
性
を
集
人
成
し
た
街
、
国
兇
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
。
マ
イ
ホ
ー
ム
は
。
み
な
さ
ん
の
夢
を
、

将
来
を
插
く
も
の
だ
か
ら
、
安
心
確
実
な
も
の
を
！

国
兄
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
「
新
ふ
る
さ
と
マ
イ
ホ
ー
ム

推
進
嘔
業
」
と
し
て
、
国
見
町
が
国
の
助
成
の
も
と

造
成
し
た
の
で
、
安
心
、
格
安
で
す
。

夢
を
描
け
る
街
、
国
兄
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
好
評
分
破

中
で
す
。 夢

を
描
け
る
街

国見町がしつかり開発造成。

上下水道が完備された理想の街。

お申し込み　お問い合わせ

国見町ニュータウン

POIN

①ｸﾘｰﾝai
づ く り

下 水 道 完 備

㎜㎜㎜㎜㎜㎜■　　 ㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　 ㎜㎜㎜㎜㎜㎜　 ㎜㎜㎜㎜一一一一

PO
②

馘 めやおｓ ｓ
見 逃 せ な い 卵 功 円 か ら

■㎜㎜㎜㎜　㎜　 ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　 ■■㎜㎜㎜■■　　 ■･ ㎜

・ｏ･
Ｑ

③
ｓ ｓ ｓ ぺ174 坪~139  坪の ゆ と り 喊 地

㎜㎜㎜㎜　 ㎜　　 ㎜㎜㎜　㎜　　　 ㎜㎜㎜㎜㎜㎜

PO

④
人 にやさ し い街

緊 鶏 浩 隘 ｌ

一一一一一---=J.　--　--=-　　　　 ㎜㎜㎜㎜　㎜

・ｏ･・
⑤

ｑｌ ｓ･ こｌ い･7) 緑 地 公 園 が4 ヵ 所 も

㎜㎜㎜　■　　 ■㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　 ㎜　㎜㎜㎜

－
⑥ ご 蠻 ‰. 腎 回 路 髷 广

国 見町が

しつかり支援

お勧め
します
2

建てると有利

ニ ュ ー タ ウ ン 分 譲 斡 旋

奨 励 金 支 援 亊 昊 な の で

分 譲 の 斡 旋 を 喰 し てい

た 場 合 。 １区 画 あ た り

３０万円 び支給さ れます。

Ｕ¶ターン者建築推奨孚

菓なので土地家屋に関

わる固定資産税１ヵ年

分が交付されます。



保健だより
保健福祉課　保健増進係　(５85 ) 2783

めざせ

健康日本21

健やかで心豊かに生活

できる活力ある 社会の実現

急速な 高齢化ととも に､生活習慣病の増加 が課題と なってい ます。21世紀の日

本を 健やかで心豊かに生活できる活力ある社会と するために､国民 健康づくり

運動｢健康日 本21｣を 推進し ています。食生 活､運動､飲酒､ 喫煙､ストレスなど の

生活習慣を改善し､自分の 健康は｢ まもるもの｣から｢ つく るも の｣との意識転換

により､ 個人と 社会 が協力しあって健康で活力ある21世紀社会を築きましょう。

＊＊＊　　育　児　教　室　　＊＊＊

該　 当　 児 実 施　日 受 付 畤　間 会　　 場

平成13年３月～４月生まれの乳児 10月10日(水) 午後１眄3(〕分～午後２時
観月台文化センター

第１和室

〈健診内容〉☆身長・体皿測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　 乳　児　健　診　　 ＊＊＊

該　 当　 児 実 施　日 受 付 時 問 会　　 場

・３か月児（平成13年６月生まれ）

・９か月児（平成12年12月生まれ）
10月25日(木) 午後１眄30分～午後２眄

観月台文化センター

第１和室

（健診内容）☆医師の指導、身長・体重測定．調乳、離乳、予防接種などについて

（持参するもの）☆母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　　３ 歳 児 健 診　 ＊＊＊

該　 当　 児 実 施　日 受 付 時 間 会　　 場

平成10年４月16日

～平成10年５月31日生まれの乳児
10月2日(火) 午後１時15分～午後１時45分

観月台文化センター

大研修室

（健診内容）☆内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

☆£嵋1判定貝による相談 一指導･･･子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談下さい。
☆健診該当者には後日健診票等を郵送します。

（持参するもの）☆母子健康手帳を忘れずに！

精神保健ゼミナーのご案内

現在の不登校児の実態と、それをとりまく人たちが

どうサポートしていけぱよいかについてのセミナーを

開催いたします。この機会に、不登校の問題について
理解を深め、対応を考えていきましょう。

日 時 ●平成13 年 ９月 ６日( 木)13:(Xl ～15:;Xl

場 所 ●福颶ルミ ネ ５Ｆ(福島 市栄町) オーク ホール Ｕ

内容 ●｢不 登校 －その 実態と刻 応につい て ー｣

鯛師 ●鴫原 弥 先 生

( 榴馬県臨床心理学会名麌会lilスクールカウンセラー)

☆ 参加 費無 料。 参加申し 込み は不 要で す。画 接会 場に

お 越しく ださい 。駐車 場の準備 はあ1つません。

【お問い 合わせl 福鳥県 桶神保 健福祉 センター

電話535 －3556

不妊相談のお知らせ

県北 保健所で は、不 妊に関 する 相談 にあ たっ てい ます。

相談場所ｉ県 北保健所

相 談方法 ：電話 月曜日 から 金曜日

面 接( 予約制) 毎月 第 １月 曜日　13:(X)～15:ｌ)

相 談内容 ：①不妊の悩 みに対 する助 言・支援

② 不妊治療 に対する 助言 ・支援

③ 不妊治療 に関 する 情報 提供

詳 細につきま しては 、県 北保 健所鍵 康企画課 健康善及 班

(t153jl－4325) まで お問い 合わせく ださい。

※イ ンターネ ットによ る相談も 行 っておりま す。

(htt卩://ｗｗｗ.ぼef.f 廴缸ｓliTIﾖ.i)/ｚａｓ膾1/t(冪).ｈtｍ)



インフォメーション

高

齢
者
等
の
財
産
と

福
祉
を
め
ぐ
る
電
話

相
談

福
島
県
司
法
書
士
会
で

は
『
第
五
回
高
齢
者
等
の

財
産
と
福
祉
を
め
ぐ
る
相

談
会
』
を
、
次
の
要
領
で

開
催
し
ま
す
。
電
話
に
よ

る
相
談
の
ほ
か
、
会
場
で

の
面
談
に
よ
る
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
…
九
月
八
日
及
び

九
日
　
午
前
十
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
▼
相
談
電
話

番
号
…
ｇ
（
５
３
３
）
1
3
2
1

▼
面
談
場
所
…
福
島

県
司
法
書
士
会
館
（
福
島

市

新
浜
町
六
番
二
十

八

号
）
▼
相
談
内
容
…
不
助

産
に
関
す
る
こ
と
か
ら
福

祉
、
介
護
、
人
権
、
年
金

法

務

な

ん
で

も
、

無

料

相

談

福

島
地
方
法
務
局

で
は
、

行
政

サ
ー
ビ
ス
の

一
環
と

し
て

、
法
務
局
で

取
り
扱

っ
て
い
る
業
務

に
つ
い
て
、

気

軽
に
相
談
で

き
る
よ
う

「
無
料
相
談

所
」
を
開
設

い
た
し
ま
す
。

秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の

で
。
安
心

て

ご
相
談

く
だ
さ

い
。

▼
日

時
…
九
月
九

日
（
日

）

午

前
十
時
～
午
後

三
時
ま

で

▼
場
所
…

「
中

合
」
福

島

店
・
二
番
館

七
購

▼
相

談

内
容
…
登
記

。
人
権
擁

護
、
戸
籍
な
ど

法
務
関
連

全
般
◆
電
話

に
よ
る
相
談

も
併
せ
て
受
付

け
ま
す
。

啻
（
５
３
６

Ｔ

１
５
５
又

は

｀
。（
５

３
６
Ｔ

１
７
４

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
受
講
生
募
集

難
病

の
患
者
さ

ん
や
家

族
の

方
の
悩
み
に
耳

を
傾

け
、
よ

き
理
解
者

と
な
り
、

支
援

す
る
た
め

に
、
難
病
、

お
よ

び
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活

動

に
つ
い
て
の
講

座
を
開

設
し

ま
す
。
是

非
受
講
く

だ
さ
い
。

▼
日

時
・
：
九
月

二
十
一
日

及
び
ニ
ト
ハ

日
午
後
一
時

三
十
分
か
ら

▼
場
所
・
：
県

北
保
健

所
二

階
会
議
室

▼

内

容
…
難
病

や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

な
ど

▼
定
員
…

三
〇
名

▼
申

込
締
切
り

…

九
月
十
日

（
金
）

★
参

加
申
込

み
・
問
い
合

わ
せ

先

県
北
保
健
所
健
康
推

進
課

疾
病

対
策
係

昔
（
５
３
４

）
4
3
0
1

国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会

職
員
募
集

福

鳥
県
国
民
健

康
保
険

団
体
連

合
会
で
は

、
平
成

十

四
年
度
採
用
の

職
貝
を

若

千
名
募
集
し

ま
す
。

▼
受
験
資
格
・
：
平
成
十
四

年

三
月
に
大
学

ま
た
は
短

期
大
学
（
修

業
年
限
二
年

以
上
の

専
門
学
校
を
含

む
）
を
卒
業
見
込
み
の
者

▼
応
募
期
間
：
八

月
十
三

日
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で

◆
詳
し
く
は
次
ぎ
へ
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
せ
先

福
島
県
同
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
　
総
務
課

い`（
５
２
３
）
2
7
0
0

県北の魅力を実感！

県北の17市町村で構成する「ふくし ま拠点まちづく

り協議会」では、“わたしたちが住む県北地方の魅力

をもっと知ろう”をテーマに【ふるさと体験バスツア

ー】を実施し ます。

･･開 催日…10月21日（日）鈩参加対象…県北地方に住

む①小学生とその保護者（２名１組）②中学生以上の

方黔内容･･･Ａコース「こけし絵 付体験」（観月台公園

等 を巡 ります）Ｂコース「く だもの 狩りJc コース

「手織物体験・コースター作りＪ Ｄコース 「和紙すき

体験・ハガキ作りＪ Ｅコース「手ひねり焼物作り」黔

集合場所、時間等については、抽選結果とあわせてご

連絡いたし ます･･募集人員…各コース４５名（応募多数

の場合コース毎に抽選）黔参加寶…大人1,5a ）円　子供l,

（xx）円（昼食代含む）･･応募方法 …往復はがき（ １

枚で２名まで応募できます）黔応募先…〒960－8a〕1福

鳥市五老内町３－ｌ　 福島市役所内福鳥地方広域行政

事務組合･･応募締切…10月４日必着

★問い合わせ

国兄町企画商工課　(585)2927

福鳥地方広城行政事脇組合　521-8312

西
分
署
だ
よ
り救

急
医
療
週
問

九
月

九

日

は
「

救

急

の

日
」

で

す

身
の
回
り
の
人
が
事
故
で
大
き
な
け
が
を
し
た
り
、

急
に
只

合
が
悪
く
な
り
、
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

よ

う
な
時
ど
う
し
ま
す
が
？

一
一
九
番
で
救
急
卑
を
呼

ぶ
と
と
も
に
。
救
急
車

が
到
着
す
る
前
に
、
応
急
手
当
に
よ
っ
て
、
け
が
人

や
急
病
人
の
命
を
助
け
、
症
状
を
軽
く
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

応
急
手
当
を
知
っ
て
い
る
と
、
家
族
や
知
人
、
周

り
の
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
自
分
も
助

け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

救

急

応

急

手
当

を

覚
え

ま
し

ょ

う

消
防
署
で
は
①
救
急
応
急
手
当
講
習
会
（
講
習
時

間
一
時
間
三
十
分
）
と
②
普
通
救
命
講
習
会
（
講
習

時
間
三
時
間
）
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
団

体
、
職
場
、
グ
ル
ー
プ
等
で
西
分
署
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

晋
５
８
２
－
3
1
9
0



下
水
道
技
術
者

資
格
試
験

平
成
十

三
年
度

下
水
道

排

水
設
備
1
1事

責
任
技
術

者

資
格
試
験
及

び
受
験
講

習
会
を
次
の

と
お
り
開
催

し

ま
す
。

▼
試
験
日
…
平

成
十
三
年

ト

ー
月
十

四
日

（
水
）

▼

試
験

場
所
…
ビ

ッ
グ
パ
レ

ヅ
ト

ふ
く
し
ま

（
郡
山
市

安
積

町

）
▼
受
験

講
習
会

・：
十
月
四
日
（
木

）
ビ
ッ
グ

パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま

▼
申

込

期
間
…

八
月

十
日
（
金

）

か
ら
九
月
十
日
（
月

）
ま
で

▼
申
込
先
・
：
都
市
整
備

課

下

水
道
係

★
問
い
合

わ
せ

、
申
込

書
・

案
内
書
の
謂

求
先

都
市
整
備

課
下

水
道
係

豐
（
５
８

５
）
2
9
8

４

住
宅
金
融
公
庫
よ
り

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅

ロ
ー
ン
を
返
済
中
で
、
最

近
の
不
況
に
伴
う
失
業
や

収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済

に
お
困
り
の
方
に
対
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
返
済
方

法
の
変
更
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
①
返
済
期
間
の
延

長

（

最

長

十

年

）
②

元

金

据

置

期

間

の

設

定

（

最

長

三

年

）

③

元

金

据

置

期

間

中

の

金

利

引

下

げ

取

り

扱

い

期

間

は

平

成

十

四

年

三

月

末

ま

で

で

す

。

詳

細

に

つ

い
て

は

、

住

宅

金

融

公

庫

東

北

支

店

〔

｀
。
０

２

２
（
２

２

７

）
5
0
0
3

〕

又

は

ご

返
済

中

の

金

融

機

関

の

相

談

窓

口

コ

ー

ナ

ー

ま

で

。

大
黒
屋
友
の
会
買

物
嘔

な
ど
を
お
持
ち
の
方
へ

㈱

大
照
屋
（
い
わ
き
市

）

の
自
己

破
産
に
よ
り

、
同

し

ゃ

く

な

げ

友

の

会

発

行

の

「
お

買

物

券

」

や

「
積

立

金

」

に

つ

い

て

は

、

使

用

・

返

金

で

き

な

く

な

っ

て

お

り

ま

し

た

が

、

割

賦

販

売

法

に
基

づ

く

保

証

金

か

ら

還

付

を

受

け

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

お

買

物

券

を

お

持

ち

の

方

、

ま

た

は

友

の

会

の

積

立

を

し

て

い

た

方

は

、

平

成

十

三

年

十

月

十

五

日

ま

で

次

へ

申

請

く

だ

さ

い
。

★
申

出

・
問

い

合

わ

せ

先

東

北

経

済

産

業

局

流

通

消

費

課

〒
９

８

０
－
8
4
0
3

仙

台

市

青

葉

区

本

町

３
－

｀
１
０
２
２
（
２
６
３
Ｔ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

犬を飼っている皆さんへ

犬などの動物とのふれあいは､人の心を和ませてくれ

ます。

し かし､一方で､正しい接し方や｡飼い方ができず､いろ

いろな問題を起こしている例が増えています。

飼い主の方には､改めて飼い方について､よく考え､人

と動物とのよりよい共存関係を築いていただきたいもの

です。

特に犬を飼われている方は次の点を守ってください。

●放し飼いの禁t卜について

犬の放し飼いは､他人に迷惑をかけ､危害を与える恐れ

があるので蒙止されています。

常日頃から鑑札や注射済禀を首輪などに着け｡綱など

の点検を心掛けるようにしましょう。

万が一､飼い犬が離れてしまった場合は､すぐに役場に

ご連絡ください。

・運動中の汚物処理について

運動は犬の健康に欠かせないものですが､連動中の犬

の糞を処理するのも飼い主の責務です｡公共の場所､道路

他人の土地､建物などを汚さないようにしましょう。

・登録と注射について

生後91日以上の犬は､登録と毎年１回の狂犬病予防注

射が義務付けられています｡忘れずに実施してください。

※やむを得ず犬を飼えなくなった場合は役場へご相談く

ださい。

【問い合わせ先】 住民課生活環境係7?585 －2116

(特別)児童扶養手当を

ご存じ ですか？

児攬扶養手当

躍婚などにより父親のいない 児

童を育てている母親。 または母親

に代わって養育し ている方に支給

されます。受 給資格 が生じた方は、

資格が生じた日 から五年を過ぎる

と手当の請求ができなくなります

ので速やかに請求の 手続をしてく

ださい。

特別児童扶養手当 ………………　

精神または身体に陣害を持つ児

童を監護または養 育している方に

支給されます。

詳しくは。福祉係 までお尋ねく

ださい。

★問い 合わせ

保健福祉課　 福祉係

(585)2793

９月の心配ごと相談

５日脚 占Ⅲ　 稔叭

占Ⅲ ウノり

13日啝 齋齷 光男1，

町村 トモ14

25日脚 訟湖 輝人1、

松滷ひろ子″4

●場所 役叫( 2 新 )

●畤間 乍前9  時 一ﾐ乍

人口と世帯

７月1日現在

人口11  .139人ｰ  4 )

5.3 人（－１）

女5.756 人ｰ  3 )

出生 ８人 死亡13 人

転入27 人 転出２６人

世帯3.180 世帯(  十 1 )

結
婚
お

め
で
と

う

山
口
　

新
悟
丿

玉
川
　

奈
美
ｊ

大
　

坂

佐
藤
　
壱
茂
丿

大
槻
恵
理
子
ｊ

第
　

７

誕

生

お

め
で

と

う

鈴
木
　

優

太
ｙ
（
大
町

北
）

亮
ｊ

・
展

枝
丿

古
山
　

瑛
梨
ｙ
（
貝
　

田
）

和
也
ｊ

・
恵

丿

後
藤
　

哲
太
ｙ
（
貝
　

田
）

清

二
ｊ

・
友
美
ｊ

秦
　
　

純
太
ｙ
（
錦
　

町

）

良
友
ｊ

・
ま
な

ぶ
７

λ
ＩＳ１

菊
地
海

帆
ｙ
（
石

母
田
東
）

太
ｊ

・
啓
子
ｊ

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

宍

戸
　

マ

サ

ー
9
4
（
第
一

）

仁

杉
　

ナ

ツ

ー
7
8
（
板

橋

）

齊

藤
　

政

勝

丿
7
1
（
肖
町
痢
）

藤

木
　

フ

ク

ー

酊
（
町

東

）

宍

戸
　

彌

七

丿
7
7
（
な

變

）

村

上
　

鐵

男

ご
8
1
（
大
木
．″
）

新

井
　

愛

子
j
7
6
（
並

柳

）

熊

坂
　

國

治
j
8
9
（
内
谷
朿
）

（
７

月
3
1
日

届

出

分

ま

で

）



生涯学習
つうしん

国見町 教育 委員会生涯学習課

(観 月台文化センタ ー)

酋(  5 ) 26761 FAX  ( 585 ) 2707

趣

味

の

グ

ル

ー
プ
学

習

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津

賀
志

学
級

と

し
て

初

め

て

取
り

紅

ん
だ
趣

味

の
グ

ル

ー

プ

学
習

（

料
川

教
室

・
美

容

教

室

）
は

、

各

々
年
間
一
．．
回
の

計

両

で

開
講

し
ま

す
．

そ

の
料

理

教

室
の

第

一
川

目

が
六

月
ト

ー
Ｊ

日
、

鳥
橋

弘
行

先

生
を

講
師

に

「
金

か
け

ず
、

身

近
な

材
料

で

、

健
康

家
族

」
を

テ

ー

マ
に

行
わ

れ
ま

し

た
．

．．
．十

名

が
五
グ

ル

ー
プ

に
分

か

れ
、

．夏

に
食

欲
を

そ
そ

る

．．
．メ

ニ
ュ

ー

一
1
1塩
鮭

の
巾

蛮

漬
け
一
一
冷

や
し

温

麺
サ

ラ
ダ

｝〔
ソ

ー
セ

ー
ジ

の
キ

ャ

ベ

ツ
巻

き

〕

に
挑
戦

し

ま
し

た
．

料

理

が
出

来
Ｌ

が

り
、

班

毎

に
試
食
「
う
ま

い

」「
Ｆ
順

を

き

ち

ん
と

守

っ
て

」

等
賑
や

か

に

楽
し

く

舌
鼓

を
打

ち

ま
し

た

。

美
容

教
室

の
第

一

川

目
は

七
月

九
日

、

資

生
堂

販
売

珠

秋
山

香

代
ｒ

先

生
に
よ

り

。

『
「
ひ
と

つ
上

」
の
明

日

へ
‰

忘

れ

た
く
な

い
美
し

さ

を
追

い
か

け

る
気

持

ち

〕
の
テ

ー

マ
の
も

と

。
ニ
ト

名

が
受
講

し

ま
し

た
。

肌

に
し

の
び

よ
る
悪

影
響

に

対
し

て

「
取

り

除
く

」
「
整

え

る
」
「
与

え

る
」

「
守
る

」

の
四

つ
の

働
き
で

立

ち

向
か

う
こ

と
が

大

切
と

の
指

導

が
あ

り

、
化
粧

水

や
乳

液

に

よ
る
お
肌
の
お
手
人
れ
を
会
得

し

ま
し
た
。
楽
し

い『
美

の
探

究
』
に
肌
と
と
も
に
心
も
若
さ

を
と
り
戻
し
た
よ
う
で
す
。 美 しさの探求は 、若 さを保つ秘訣。

顏の 手入 れ方法 を学 ぶ参加者

行事のお知らせ

８月

20日(月) 実践パソコン教室(商業編)1

21日(火) 実践パソコン教室(商業編)n

22日(水) 実践パソコン教室(商業編)Ⅲ

23日(木) 実践パソコン教室(商業編)Ⅳ

24日(金) 子育て教室｢幼児の健康｣

実践パソコン教室(商業編)ｖ

25日(土) 町民陶芸教室①

31日(金) 成人学級｢うつくしま未来博｣

９月

１日（土） 町民陶芸教室②

４日( 火) 阿津賀志学 級( 書道)

子ども 移動図書館( 小坂小)

５日( 水) 子ども 移動図售館( 大枝小)

６日( 木) 子ども 移動図齊館( 森江 野小)

７日( 金) 阿津賀 志学級( スポーツ民 踊)

子ども 移動図售 館(藤田小 １年)

11日( 火) 子育 て教室( 保育所見 学)

阿 津賀 志学級( 料理)

12日( 火) 子ど も移動図曾 館(藤田 小２年)

13日( 木) 阿 津賀志学級( 教養 講座)



”
楽
し
く
子
育
て
す
る
に
は
”

ひ
ざ
を
交
え
て
学
習
会

子

育

て

教

室

教
室

生
を

対
象

に

実
施
し

た

ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で

は
、

八
十

一
一
％

の
人

が

、「
子
育

て
の

難
し

さ

を
痛

感
し

て

い
る

」
と

答
え

て

い
ま

す
。

今
、

卍

に
了

育
て

の

喜
び

、
生

き

が
い

を
感

じ

る

余
裕

が

な

く
て

、
大

き
な

ス
ト

レ

ス
を

た
め

て
し

ま

う
傾
向

に

あ

る
よ

う
で

す
。
『
子
育

て
ぃ
は

年
巾

無

休
で

す
。

だ

か
ら

こ
そ

、

ス
ト

レ

ス
を

た
め

な

い
で
楽

し

く

子
育
て

し

た

い
も

の
で
す

。

そ

こ
で

、

七
月

二
十

四
口

、

楽
し

く
ｆ

育

て
す

る

に
は

ど

う

し

た
ら
よ

い
か
を

み

ん
な
で

話

し
合

う

、
学

習
会

を

開
催
し

ま

し

た
。

司

会

は
、

大
津

由
紀

さ

ん
、

記
録

は

、
斎
藤

麻

衣

子
さ

ん
、

そ
し

て

指
導
者

は

、
佐

藤
富

丿

先
生

で
す

。

教

室
生

は

、
難
し

さ
や
多

忙

な
現

状

、
孤
独

さ

な
ど

に

つ
い

て
、

本
音

で

話
し

合

い
ま
し

た
。

講
師

先
生

の

、
実

例
や

体
験

に

も
と

づ

く
話
で

は

、
共

感
や

参

考
に

な

る
部

分
が

た

く
さ
ん

あ

り
、

内
容

を
深

め

る
こ

と
が

で

き
ま

し

た
。

又
、「
ｒ

育

て

出
来

る
こ

と

を
μ

び
と

し

、
何
嘔

も

プ
ラ

ス
思

考

に
、

周
囲

の
人

達

と
の

交
流

も

深
め

な

が
ら

、
将

来
を

担
う

人
事

な

子

を
立

派
に

育
て

て

ほ
し

い
」

と

の
結

び
の

。。昌
葉

に
み

ん

な
頷

い
て

い

ま
し

た
。八

人

の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

さ
ん

や
、
夏

休

み

の
小

学
生

た
ち

が

、

幼
児

の
遊

び
相

手

に
な

っ
て

、

学
習

会
の

開
催

を

支

え
て

く
れ

ま
し

た
。

み

な
さ

ん
の

協
力

に

よ
り

『
ｒ

育
て

を
ｔ一

改

め
て

考

え

る
、
充

実
し

た

一
時

を
す

ご

す
こ

と
が

出
来

ま
し

た
。

観月台文化情報

★県北中学校　 吹奏楽部演奏会

８月２６日( 日)13: ３０開演　 入場無料

★親子映画教室

｢ウルト ラマンティガ　 ザ・フ ァイナルオデッセイ｣

９月８日( 土)　10: ００～

小学生以 上３００円

★「津軽ひろ子」

歌謡ショー

9 月１５日( 土)18:

００開演

入場無料

問い合わせ 生画学雷霆 文化晒冊 翁 (  58 引 2676

ス
ポ
ー
ツ

県民の日(８月21日)
くにみの日(９月２３) 無料開放

福島県民の日(８月21 日)くにみの日(９月23 日)

に合わせ、今年も次の公共施設を無料閧放します。

・対譱施設 観月台文化センター（入浴施設、文化

センター施設、体育館）、上野台運動

公園（総合運動場．テニスコート、プ

ール、勤労者体育センター、グリーン

アリーナ923 )、森江野町民センター．

東部高齢者等活性化センター．大木戸

ふれあいセンター、町立学校施設

●対 象 者 国見町に住所を有する方

・利用方法 団体利用の場合の申込魯、報告胃の提

出はこれまでどおりです．個人利用の

場合は、各施設に備えてある利用者名

簿に必要事項を記入してください．

小学生のスポーツ教室

●日　時 平成13 年９月８日、１５日、22 日、
29 日( いずれも土曜日)
(８日､15 日､２２日は午前９時から正午
29 日は午後3 時半から５時半)

・場 所　グリーンアリーナ９２３

・内 容　ソフトテニスの基本、ゲーム

・対 象 小学3 年生～6 年生

・定 員 ３０人

・指 導 国見ソフトテニスクラブ

・申込み 生涯学習課 社会体育係へ
(電話での申し込み可)

町民プールは８月２６日 まで
・ 期間 日月２６日まで（夜間利用は8月１９日まで）

・ 畸問　１回目･･･９:３０～11:３０

２回目･･･13:００～15: ００

３回目…15: ３０～17: ３０

４回目…18: ３０～２０:３０



N
E
W
S
 
P
A

C
K

沸
き
立
つ
夏

●
夢
ま
つ
り

８

月
４
日
国
見
の
夏
を
彩

る
、「
国
見

夢
ま
つ
り
」
が
開

幕
し
。
歩
行
者
天
国

・
盆
踊

り
大
会
と
花
火
大
会

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
藤
田

商
店
街

を
歩
行
者
天

国
に
し

、
日
中

は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
露
天

が
出
店
さ
れ
。
子
ど
も
み
こ

し

も
練
り
歩
き
ま
し
た
。
夕

刻
か
ら
は
子
ど
も
盆
踊
り
や

ゆ
か
た
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
、
松
明
に
火

が
と
も
る
と
、

夢
音
頭
踊
り
か
ら
盆
踊
り
大

会
へ
と
踊

り
の
輪

が
大
き
く

広
が
り
ま
し

た
。

甲
子
園
で
の
活
躍
を

国

見

町

在

住

で

、
甲

子

園

へ

出

場

を

果

た

し

た

、
聖

光

学

院

高

校

村

上

拓

也

主

将

（

第
八

）
、
太
田

達

則

選

手
（

徳

江

北

）

が
７

月
3
0
日

、
冨

永

町

長

を

訪

ね

。
甲

子

園

出

場

報
告

、

冨

永

町

長

も

二
人

を

激
励

し

ま
し

た

。

ま

た

、
８

月

１

日

に

は

、

聖

光

学

院

多

田

校

畏

と

横

山

部

長

、

優

勝

旗

を
手

に

し

た

村

上

拓

也

主

将

が

来

庁
し

、
甲

子

園

で

の

活

躍

を

誓
い

ま
し

た

。（
1
1
日

の

大

分

県
明

豊

高
校

の

試

合

で

は

初
陣

を
飾

れ

ま
せ

ん

で

し

た

。
）

子
供
連
れ
で
賑
わ
う
！

●
下
水
道
ま
つ
り

７

月
1
4日

、
徳

江
の
ア
ク

ア
ク
リ
ー
ン
あ
ぶ

く
ま
（
県

北
浄
化
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い

て
、
下
水
道
フ
ェ
ア

が
開
催

さ

れ
ま
し
た
。
下

水
道
事
業

の
普
及
促
進
を
目
的
に
、
今

年
で
６
回
目
を
迎
え
、
水
を

浄
化

す
る
過
程
や
施
設
見
学

が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
マ
ス
の

つ

か
み
取

り
や
テ
ン
ト
村
で

の

楽
し
い

催
し
に
、
県
北
地

域
か
ら
大
勢
の
子
ど

も
連

れ

で
賑
わ
い

ま
し
た
。

熱
唱

●
第
９

回
国
見
歌
謡
祭国

見
歌
謡
連
合
会
（
遠
藤
仁
一

会
長
）
が
主
催
す
る
、
第
９

回
国

見
歌
謡
祭

が
７
月
８

日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
自

慢
の
ノ

ド
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
な
が
ら
、
9
0

組
が
登
壇

、
プ
ロ
顔
負
け
の
熱

唱
に
、
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら
は

花
束
や
拍
手

が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

「
愛
の
チ

ャ
リ
テ

ィ
」
と
し
て
、

遠
藤
会
長
か
ら
冨
永
町
長
へ
福
祉

事
業
へ
の

収
益
金

が
手
渡

さ
れ
、

ま
た
、
寄
付
に
対
し
て

、
感
謝
状

が
遼
藤
会
長
へ
と
贈
ら

れ
ま
し
た
。

小
さ
な
天
才
た
ち

「
心

に

残

っ

た

う
つ

く
し

ま

未

来

博

見
学

学
習

」

小
坂
小
　
五
年
　
佐
藤
　
崗
紀

未

来
博
へ

行

っ
て
特

に
心

に
残

っ
た
こ
と

は

、

「
水
の

惑
星

ジ

ー
ア
ー

ス
」
で

す

。立

体
映

像
で

。目

の
前

に
魚

や
恐

竜
が
飛

び
出

し
て

来
て

。
ま
る

で

本
物

が
自

分
の

近
く

に
い

る
感
じ

が
し
て

迫
力

満

点
で

し
た

。

ま
た

。
森
の

字
校

で
炭

作
り
の

経
験

が
で

き
た

こ
と

ち
よ
い
思

い

出
で

す
。。葉

、
わ
り
ば

し

。竹

、
松

ぼ
っ
く

り
の
形

が
そ

の
ま

ま
残

っ
て

い
た
の

に
は

大

変
驚

き
ま

し
た

。
炭
は

。
燃

料
に

な
る
ば

か
り

で

な
く

。
汚

れ
た

水
を

き
れ

い
に
し
た

り

、
臾
い

を
と

っ
た
り

で
き

る
力

が
あ

る
と
い

う
話

を
礎
き

。

と

て

も
勉
強

に
な

り
ま

し
た

、－

何

十
年

か
経
つ

と

。
学
校
で

も
き

っ
と

大
型
画

面
で

先
生

が
授
案

を
し

て

。
パ
ソ
コ

ン
で

目
分
の

考
え

を
送

信
し
た

り

、
受
信

し
た
り

１

る
こ

と

が

当
た

り

荊
に
な

る
日

が
来

る
と
思

い
ま
丁

。
で

も

。

本
物

の
自

然
に

触
っ

た
り

。
み
ん

な
で

返
ん

だ

り

す

る
こ

と

も
大

切
に

し
て

い
き
た

い
と
思

い

ま
す

。

編
集

発
行

国
見
町
　

総

務
課

〒
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９
１
１
７
９
２

福
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